
シ

ヅ
タ

ン
と

デ

ヴ

ァ
ナ

ー

ガ

リ

ー
 
(
小

島
)

シ

ッ
タ

ン
と
デ

ヴ

ァ
ナ
ー
ガ

リ
ー

小

島

通

正

こ
こ
に
シ
ッ
タ
ン
 (S
iddh
am
)
 と
は
日
本
梵
語
学
の
こ
と
、
デ
ヴ
ァ
ナ
ー

ガ
リ
ー
 (D
ev
an
a
gari)
 と
は
西
洋
梵
語
学
の
こ
と
を
指
す

昭
和
四
十
二
、
四
十
三
、
四
十
四
年
と
三

ヶ
年
間
、
文
部
省
助
成
の

特
定
研
究

「
明
治
、
大
正
、
昭
和
に
お
け
る
日
本
の
近
代
化
の
研
究
」

-
特
に
日
本
の
近
代
化
と
仏
教
の
関
係
に
つ
い
て
-
と

い
う
テ
ー
マ
の

中
で
、
私
は

「
仏
教
の
科
学
的
研
究
」
と

い
う
部
門
を
担
当
し
、

日
本

梵
語
学
史
上
の
一
例
、
阿
満
得
聞
、
得
寿
と
い
う
江
戸
末
期
か
ら
明
治
、

大
正
、
昭
和
に
ま
た
が
つ
た
西
本
願
寺
の
勧
学
父
子
の
梵
語
学
に
つ
い

て
、
シ
ッ
タ
ン
よ
り
デ
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー

へ
の
移
行
が
い
と
も
円
滑
に

行
わ
れ
た
か
の
如
く
、
気
軽
な
気
持
で
発
表
を
し
た
。
と
こ
ろ
が
そ
の

後
、
日
本
梵
語
学
史
の
研
究
を
進
め
て
い
る
申
に
、
シ
ッ
タ
ン
の
も
つ

宗
教
性
と
か
、
日
本
梵
語
学
に
は
文
法
や
辞
書
の
文
献
が
不
足
し
て
い

た
こ
と
、
他
方
西
洋
梵
語
学
の
も
つ
分
析
性
、
科
学
性
、
合
理
性
と
い

つ
た
こ
と
な
ど
少
し
く
分
つ
て
来
た
。
し
か
し
率
直
に
い
つ
て
私
の
中

に
は
シ
ッ
タ
ン
と
デ
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
と
が
併
存
し
て
い
る
だ
け
で
、

千
年
の
歴
史
を
も
つ
日
本
梵
語
学
の
よ
さ
、
又
、
二
百
年
の
伝
統
を
持

つ
科
学
性
に
於
て
優
れ
て
い
る
西
洋
梵
語
学
の
よ
さ
は
十
分
に
理
解
が

出
来

て
い
な
い
の
で
恥
入
る
次
第
で
あ
る
。
と

こ
ろ
で
こ
こ
に
日
本
の

近
代
化
と
は

一
体
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
云
う
の
で
あ
ろ
う
か
。
近
代
化

と
は
機
械
化
、
合
理
化
そ
し
て
西
洋
化
を
云
う

の
で
あ
ろ
う
か
。
又
、

仏
教
の
科
学
的
研
究
と
い
う
の
は
ど
の
よ
う
な
研
究
を
指
す
の
か
。
山

口
益
先
生
の
近
代
仏
教
学
が
仏
教
の
科
学
的
研
究
と
い
う
も
の
で
あ
る

の
か
。
そ
れ
と
も
高
楠
順
次
郎
先
生
の
よ
う
な
言
語
学
的
な
方
法
論
を

科
学
的
と
い
う
の
か
。
又
村
上
専
精
、
常
盤
大
定
先
生
の
よ
う
な
歴
史

学
的
方
法
論
を
用
い
て
研
究
さ
れ
た
の
を
仏
教

の
科
学
的
研
究
と
い
う

の
か
、
或
は
哲
学
と
い
う
思
想
を
以
て
比
較
思

想
を
研
究
す
る
、
こ
れ

を
科
学
的
研
究
と
規
定
し
て
よ
い
の
か
。
思
う
に
近
代
仏
教
学
も
仏
教

の
科
学
的
研
究
も
現
在
の
日
本
印
度
学
仏
教
学
会
の
研
究
発
表
に
瞭
然

と
見
ら
れ
て
い
て
何
ら
説
明
を
要
せ
ぬ
の
で
は
な
い
か
と
自
問
自
答
し

て
み
た
。
し
か
し
近
代
仏
教
学
は
こ
れ
で
よ
い
か
と
い
う
と
問
題
が
残

る
。

そ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
研
究
が
進
む

一
方
、
他
方
で
、
宗
教
が

退
く
と
い
う
現
象
で
あ
る
。
仏

つ
く
つ
て
魂
が
な
い
現
況
で
あ
る
。
こ
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の
例
が
あ

て
は
ま
る
か
ど
う
か
分
ら
な
い
が
、
京
都
の
私
の
家
か
ら
竜

谷
大
学

へ
行
く
途
中
、
京
都
国
立
博
物
館
の
と
こ
ろ
を
通
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
東
側
に
名
刹
、
妙
法
院
と
智
積
院
と
が
あ
る
。
こ
の
お
寺
の

石
垣
は
穴
太
流
の
石
組
で
築
城
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、

最
近
、
智
積
院
に
金
堂
が
新
築
さ
れ
、
そ
の
た
め
入
口
と
し
て
道
路
が

作
ら
れ
石
垣
が
と
り
こ
わ
さ
れ
、
新
し
い
石
垣
が
積
ま
れ
た
。
よ
く
見

る
と
そ
れ
は
石
と
石
と
が
整
然
と
組
ま
れ
其
の
間
に
水
は
け
を
設
け
、

石
と
石
と
は
セ
メ
ン
ト
で
固
め
ら
れ
て
い
る
。
穴
太
流

の
石
垣

は

一

見
、
無
雑
作
に
石
が
積
み
上
げ
ら
れ
、
水
は
け
も
な
い
。
と
こ
ろ
が
、

先
日
、
大

雨
で
水
が
出
て
ア
ッ
と
い
う
間
に
現
代
式
の
石
垣
は
く
ず
れ

落
ち
ま
し
た
。
こ
れ
に
反
し
て
穴
太
式
の
石
垣
は
ビ
ク
と
も
し
て
い
な

ぎ
よ
う

い
。

日
本

梵

語

学

は
語

学

と

し

て
は
、

平

安

中

期

明

覚

の

「
梵
字

形

音

義

」
四

巻
、

以

上

の
発

揮

は
見

ら

れ

な

い
と

い
わ

れ

る

が
、

一
方
、

阿

字

本
義

に
立

つ
て
人

間

覚

醒

の
門

を
開

い
た

こ
と

は

す

ば
ら

し

い
成

果

と

い

つ
て
過

言

で
は

な

い
。

た

だ

イ

ン
ド

の
西

紀

前

四

世

紀

の

パ

ニ

ニ

ー
 
(
P
a
n
in
i)
 の

ビ

ヤ

ー

カ

ラ

ナ
 
(V
y
a
k
a
ra
n
a
)
 文

典
、

八

巻

や

ア

マ

ラ

シ

ン

ハ
 (
A
m
a
la
sim
h
a
)
 の

ア

マ

ラ
、

コ
ー

シ

ヤ
 
(
A
m
l
a
-
k
s
a
)

や
、

ヘ
ー

マ
チ

ヤ

ン

ド

ラ
 
(H
e
m
a
an
d
r
a)
 (
一
〇
八
九
-
一

一
七
三
)
 の

ア
ビ
ダ

ー

ナ
、

チ

イ

ン

タ

ー

マ

ニ
イ
 
(
A
b
h
id
h
a
n
a
in
ta
m
a
n
i)
 類

語
辞

典
、

等

が

人

間
覚

醒

に

つ
な

が

つ
て

い
る

の
か

ど

う

か

不

勉
強

で
未

知

で
あ

る

の
で

諸

賢

の
御

教

示

を

お
願

い
し

た

い
。

他

方
、

日
本

に

於

け

る
西
洋

梵

語

学

は
百

年

に
満

た

な

い

が
、

そ

の
語

学

の
点

で
科

学

的
、

合
理
的
で
あ
る
の
で
経
典
を
読
む
際
、
大
変
役

に
立

つ
て
い
る
。
例
え

ば
高
楠
先
生
は
じ
め
榊
先
生
の
文
法
書
、

そ
れ
に
最
近
、
完
成
し
た
萩

原
先
生
の
梵
和
辞
典
な
ど
に
よ
り
、
経
典
を
解
読
す
る
の
に
昔
日
、
日

本
梵
語
学

の
資
料
で
は
容
易
で
な
か
つ
た
も
の
が
、
或
程
度
の
成
果
を

あ
げ
、
西
洋
梵
語
学
に
追
い
つ
き
、
或
は
追
い
越
し
た
面
も
あ
ら
ろ
。

勿
論
こ
れ
は
云
う
ま
で
も
な
く
二
百
年
ほ
ど
前

か
ら
欧
州
に
お
け
る
比

較
言
語
学
の
研
鎭
に
よ
り

マ
ク
ド
ネ
ル
と
か
ピ

ッ
セ
ル
と
か

の
文
法

書
、

ベ
ー
テ
リ
ン
ク
と
か
モ
ニ
エ
ル
の
辞
書
等

の
お
蔭
で
あ
る
。

こ
れ

ら
良
き
辞
書
、
文
法
書
に
導
か
れ
て
仏
教
文
献

の
解
読
は
実
に
す
ば
ら

し
い
業
蹟
が
あ
げ
ら
れ
た
。
し
か
し
仏
教
文
献
を
辞
書
、
文
法
書
を
手

引
に
解
読
す
る
の
は
限
界
が
あ
る
と
思
う
。
換
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
は

真
如
の
月
を
、
あ
れ
が
月
だ
と
ゆ
び
さ
す
指
の
役
割
で
あ
り
、
物
差
し

で
あ
る
の
み
で
、
生
命
体
で
あ
る
経
典
の
心
を
読
み
と
る
こ
と
に
は
ワ

キ
役
で
あ
る
。
こ
の
点
西
洋
梵
語
学
は
生
命
に
か
か
わ
り
が
少
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
前
述

の
石
垣
の
例
で
は
な
い
が
外
相
は
穴
太
流
と
現

代
流
と
は
違

つ
て
い
な
い
よ
う
に
見
ら
れ
る
が
内
相
は
穴
太
流
が
安
心

で
あ
る
。

そ
こ
で
鼓
に
例
え
ば
江
戸
時
代
、
智
積
院
に
い
た
、
五
智
山
、
曇
寂

(
一
六
七
四
-
一
七
四
二
)
 の
梵
文
大
例
 
(文
法
と
字
書
)
 十
四
巻
、
梵
字

通
同
考
 (字
書
)
 二
巻
、
阿
字
門
即
身
成
仏
義
、

一
巻
等
々
に
見
ら
れ
る

阿
字
本
義

に
思
い
を
致
し
て
見
れ
ば
如
何
。
先

づ
梵
文
大
例
 
(智
積
院
、

常
盤
蔵
、
隆
喩
写
)
 の
序
文
に
夫
能
没
者
、
行
水
中
如
魚
、
得
通
人
、
遊

シ

ッ
タ

ン
と

デ

ヴ

ァ

ナ
ー

ガ

リ

ー
 
(
小

島

)
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シ
ッ
タ
ン
と
デ
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
 (小

島
)

空
裏
如
鳥
、
非
鳥
非
魚
能
爾
者
何
也
、
但
能
久
習
、
而
有
二所
得
}故
而

已
、
焉
、

今
也
、
学
二
梵
文
一者
爾
焉
、
人
非
西
竺
、
法
希
東
喬
、
於
諸

学
中
一最
為
レ
難
焉
、
錐
然
較
寝
忘
食
、
以
夜
係
昼
、
孜

々
住
心
、
岡
敢

怠
逗
則
法
爾
有
得
耳
、
有
人
疑
云
、
声
明
法
不
レ渡
、

云
何
得
レ学
、
而

有
所
得
乎
、
是
亦
不
爾
、
凹具
不
言
乎
、
真
言
文
字
、
非
二仏
自
作
一非
ニ

ノ

余
人
所
作

一法
爾
常
住
、
仮
火
其
法
不
レ
渡
、
今
幸
有
二如
来
加
持
文
字

ノ

亦
有
吉
勝
生
之
釈
一今
以
二法
爾
心
一学
二法
爾
字

堂
元
二法
爾
所
得
一乎
、

余
錐
二不
敏
一有
二
志
於
此
↓
亦
有
年
、

今
窃
着
二記
其
所
得
一者
以
授
ニ

ニ

二
三
童
蒙

一汝
等
童
蒙
学
而
不
厭
、
則
亦
当
レ
有
二所
得

若
爾
、
非
魚
而

魚
非
鳥
而
鳥
者
、
不
亦
庶
幾
乎
、
告
天
文
三
年
歳
次
戊
午
孟
夏
吉
旦
と

あ
り
、
又
、
梵
字
通
同
考
 
(宝
島
寺
、
寂
厳
写
)
、上
、
の
冒
頭
に
は
再
治

レ
 

ハ

通
同
考
縁
起
と
て
 
夫
阿
字
者
、

一
切
字
之
母
、

一
切
声
之
本
也
、
是

テ以
於
レ
行
為
レ土
、
於
レ色
為
レ黄
、
於
レ方
為
レ
中
、
於
レ
音
為
レ
喉
、
於
レ楽
為
レ

ト
ス

宮
、
於
レ
蔵
為
レ脾
、
於
レ
味
為
レ
甜
、
於
レ仏
毘
盧
遮
那
、
如
レ是
諸
法
、

ニ

ス
ベ
ル
ト

ヲ
 

ニ

ノ
 

ク

居
二共
中
央
一統
二
余
四
一者
其
只
阿
字
門
乎
、

所
以
横
堅
諸
字
、
悉
皆

ニ
 

ト
ハ

帰

二
此

一
字

一称

為

二
第

一
命

一者
職

此
之

由

臭
、

明
其

通

同

有

レ
ニ
、

一
者

竪

通
、

二
者

横

通
、
a
字

具

ニ
イ

ヤ
ウ

ワ
土
日
一故
、
イ

ウ

ハ
為

二
竪
通

ー
ヤ

ワ

ハ
 

ノ

ヲ
 

ノ

ハ
 

ノ

ハ
為

二
横

通

一是

以

堅

通

字
、

皆

具
ハ
ニ
イ

ウ
韻

一横

通

字

皆

具
ハ
ニ
ヤ

ワ
韻

一初

ン

竪
通
者
創
学
抄
云
、
問
ウ
ヲ
相
通
、
其
所
因
如
何
答
ア
イ
ウ
エ
ヲ
ノ
五
音

ハ
 

ノ

ノ
 

ハ

ノ
 

ノ

ハ

中
、
a
法
爾
字
故
無
二本
末
異

一後
四
音
随
縁
字
故
、
有
二
本
末
差

一謂
i
e

ノ
 

ハ

ノ

ハ

ス

ハ

ノ

ヲ

舌

内
本

末
、
u
O
屑

内
本

末
、

末

必

依

レ
本

故

e
帯

二
i
音

一
〇
帯

二
U
音

一

ニ
 

ナ
リ

是
故
本
来

互
成
二其
音
一也
今
云
a
是
喉
声
、
在
レ内
未
レ顕
、
喉
梵
云
掲

ナ
リ

肇
叱
、
是
生
気
之
本
、
声
響
之
源

内
風
纏

一一起
最
初
開
レ
ロ
之
音
、
皆

ノ
 

ノ
 

ト
ロ

有
二阿
声

一是
i
U
本
音
、
本
音
随
縁
而
為
ニ
i
U
一
如
次
舌
声
屑
声
也
、
謂

ト
 

ノ
 

ハ
 

ノ
 

ハ
 

ノ

a
字

触

レ
舌

成

二
i
音

一触
レ
屑

成

二
U
音

一
e
i
所

生

舌
末
、

U
U
所

生

屑

ノ
 

シ

メ
ハ

末
本
来
総
成
二五
音
一也
、
是
以
別
i
e
本

末
、
u
u
本
末
通
同
、
総
五
音

ヲ

ト

ハ

皆
互
相
通
同
也
、
又
此
五
音
、
総
有
二十
字
一長
短
為
レ
異
今
此
五
音
挙
レ

短
摂
レ
長
、
故
唯
取
短
五
字
一為
五
音
也
、

ノ
 

ノ

因

辮
、

a
字

本

体
、

具

ニ
v
a
m
二

字

磯
右

形

v
a
也
、
左

形

r
a
也
、
総

ナ

リ
 

ハ
 

v
a
r
a

a
 

バ

躰
是
地
也
、
va
水

也
、
ra
火
也
也
、
即
是
有
空
不
生
三
義

也
此
三
内
ル

証
、

即

法

身

三
密

也
、

h
a
k
h
a
外

用

也
、

風

h
a
従

レ
火

同
a
而

起
、

ハ
 

ス
 

ノ

故
第
十
六
云
、
火
必
具
レ
風
、
k
h
a
為
二虚
空

空
与
レ水
摂
、
故

k
ha
字

ノ

ニ
 

ハ

レ

中

具

二
v
a
字

形

又

関

伽

明

中

初
有

二
g
a
g
a
n
a
句

哨応

思

之
、
又

i

e
是

ノ
 

ハ

チ
 

ノ
 

ノ

r
a
字

転
、

U
U
即

v
a
字

転
、

故

諸

文

中
、

有

下
ra
字

為

ニ
i
点

一義

か

ニ

ノ
 

ノ

又

va
字

有
ニゥ
オ
音

一此
等
深
義
但
応
下
与
二知
者
一言
上
而
己
と
阿
字
門

の
展
開
が
即
身
成
仏
義

へ
と
進
ん
で
行
き
、
宗
旨
と
な
る
。
そ
こ
で
阿

み

ろ
く
 

み

ろ

く

字
門
に
生
き
咋
字
義
に
終
始
し
て
三
六
の
世
界
を
道
化
し
、
六
六
六
の

み

ろ

く

国
土
の
完
成
を
期
し
、
五
六
七
の
浄
土
を
建
立
せ
ん
と
し
た
日
本
順
国

八
宗

一
見
の
行
者
、
神
通
光
明
、
木
喰
明
満
仙
人
 
(
一
七
一
八
-
一
八
一

〇
)
 の
業
蹟
を
探
索
し
よ
う
。

こ
の
事
柄
に
よ

つ
て
我

々
は

シ
ッ
タ

ン

の
真
面
目
に
触
れ
る
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
信
ず
る
。
先
づ
木
喰
上
人

自
叙
伝
が
誌
さ
れ
て
あ
る

「
四
国
堂
心
願
鏡
」
を
見
よ
う
。
「
日
本
順

国
八
宗

一
見
之
行
想
拾
大
願
之
内
本
願
と
し
て
仏
を
仏
師
国
々
因
縁
有

所
に
こ
れ
を
ほ
ど
こ
す
み
な
日
本
千
躰
之
内
な
り
帰
命
頂
礼
法
身
阿
字
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一
念
仏
法
至
心
信
広
説
普
遍
誓
願
事
臓
悔
衆
生
法
門
度
法
界
金
剛
諸
仏

同

一
躰

三

世
浄

妙

自

在

無

家

木

喰

五

行

常

観

心

コ
レ

ハ
至

心

信
常

ノ
本

願

ナ
リ

」
と

冒

頭

し

て
続

い

て

「
ク

ハ

ン
ラ

イ
、

コ
ノ
木

喰

五

行
菩

薩

事

ハ
当

国

当
所

丸

畑

村

ノ
出

生

ナ

リ
、

中

略
、

コ
レ

マ
デ

ノ

一
切

ノ

ゼ

ン
モ

ア

ク

モ
、

サ

ン
ゲ

シ

テ
ナ

ニ
事

モ
、

カ

ン

ニ

ン
、

フ

ソ

ク

ヲ
、

コ

ラ

エ
テ
、

タ
ガ

イ

ニ
ム

ツ

マ
シ
ク
、

一
切

二
心

ヲ

ツ

ケ
至

心
、

信

心

ノ

心

サ

シ

ヲ
、

ヲ

コ

ス

ニ
ヲ
イ

テ

ハ
、

ム

ラ
講

中

モ

ア

ン
ゼ

ン

ナ

ル
事

ヲ

エ
テ
、

所

モ

ハ

ン
ジ

ヤ
ウ

福
徳

円
満

ナ

ル
事
、

ガ

ン
ゼ

ン
ナ

リ
、

タ

ト

エ
マ

ツ

セ

マ
デ

モ
イ

タ

ル

ト

モ
、

ユ
イ

ツ
タ

ェ
、

信

心

ノ

心

サ

シ

ヲ
、

ヲ

コ
ス

ヘ
キ

モ

ノ
ナ

リ

ツ
ブ

サ

ニ

ハ
ノ
ブ

ル
・
事
ア
タ

ハ

ス

木

喰

五

行
信

願

の
件

○
カ

ウ
中

ノ
心

も

こ

ゝ
に
丸

ば
た

け

十

三

ぶ

つ
の
心

な

り
け

り

○

み
な
人
の
心
ご

ゝ
ろ
を
丸
ば
た
け
か
ど
く

あ
れ
ば
こ
ろ
げ
ざ
り
け

り

○
み
な
人
の
心
の
ぐ
ち
は
い
ら
ぬ
も
の
ふ
じ
ゃ
う
け
が
れ
と
お

も

へ
人
々

○
み
な
人
の
心
を
ま
る
く
ま
ん
丸
に
ど
こ
も
か
し
こ
も

ま
る
く
ま
ん
丸

○
み
な
人
の
心
こ
こ
ろ
を
さ
ん
げ
せ
よ
神
と
仏
も

い
さ
み
ま
し
ま
す

○
み
な
人
は
こ
の
よ
ば
か
り
を
た
の
し
み
て
ま

た
く

る
は
る
は
な
に
を
く
ふ
べ
き

中
略

天

一
自
在
法
門

木
喰

出
所

ハ
当
所
ナ
リ

五
行
菩
薩
 
(花
押
)
 八

十
五
歳
。
又
、
甲
州
善
光
寺
弥
陀
如
来
画
幅
心
願
文
に
は

「
日
本
順
国

八
宗

一
見
之
行
者
十
八
大
願
之
内
本
ぐ
わ
ん
と
し
て
仏
を
仏
師
国

々
因

縁
あ
る
所
に
こ
れ
を
ほ
ど
こ
す
み
な
日
本
千
体
之

内
な
り

日
本
し
ま

ん

修
行
す
る
こ
と
今
年
ま
で
七
十
五
年
心
ご
ゝ
ろ
の
中
に
住
す

帰

命
頂
礼
掛
勢
防
挙

一
念
仏
法
至
心
広
説
普
遍
誓
願
事
臓
悔
衆
生
法
門
度

法
界
金
剛
諸
仏
同

一
体
三
世
浄
妙
自
在
無
家
無
我
木
喰
明
満
仙
人

常

観
心

○
木
喰
の
衆
生
さ
い
ど
は
な
に
や
ら
む

た

冥
か
ん
に
ん
が
修

行
な
り
け
り
、
中
略

○
木
喰

の
か
た
み
の
ふ
で
も
な
む
あ
み
だ
か
え

す
が
え
す
も
な
む
あ
み
だ
仏
、
文
化
五
辰
歳

三

月
廿

一
日

ロ
レ
ヲ
カ

ク

九
十

一
歳
、
神
通
光
明

木
喰

明
満
仙

人
 
(花
押
)
 
以
上
、

木
喰
上
人
は
常
観
心
と
い
う
宗
教
的
実
践
門

に

立

つ
て
千
躰
仏
を
刻

み
、
絵
像
を
画
き
、
名
号
を
本
尊
と
し
社
会
的
実
践
門
を
生
産
さ
れ
て

行
か
れ
た
模
様
で
あ
る
。
し
か
も
こ
の
無
我
の
宗
教
的
実
践
が
弥
勒
浄

土

の
立
替
え
と
し
て
実
現
し
た
も
の
で
あ
る
。

木
喰
上
人
が
雨
の
日
も

風
の
日
も
日
本
国
中
を
歩
み
続
け
、
千
躰
仏
を
刻
み
続
け
た
上
人
の
姿

み

ろ

く

は
外
な
ら
ぬ
五
六
七
仏
の
姿
そ
の
も
の
で
は
な

か
ら
う
か
。
宜
な
る

哉
、

五
十
六
歳
、
安
永
二
年
 (
一
七
七
三
)
 上
人
が
日
本
廻
国
の
大
願
を

発
し
、
二
月
十
八
日
相
模
国
、
伊
勢
原
を
出
立
、
各
地
の
名
山
、
社
寺
、

坂
東
、
秩
父
、
西
国
の
観
音
札
所
、
各
国
の

一
宮
、
国
分
寺
八
幡
等
に

納
経
、
満
願
ま
で
二
十
七
年
間
廻
国
を
つ
づ
け
る
。
実
は
上
人
の
奉
納

さ
れ
た

「
大
乗
妙
典
、
梵
字
納
札
」
に
は
最
下
段
の
と
こ
ろ
に
今
皆
六

十
六
歳
繊
悔
と
書
か
れ
て
安
永
二
年
二
月
十
八
日
出
と
あ
り
。
思
う
に

五
十
六
歳
に
し
て
ミ
ロ
ク
浄
土
建
立
を
発
願
し
、
六
十
六
歳
に
て
建
立

を
成
就
し
た
と
考
え
ら
れ
、
尚
、
六
と
い
う
数
を
言
焚
か
ら
す
る
と
燃

え
る
姿
で
あ
り
、
火
で
も
あ
る
の
で
上
人
は
念

々
称
名
常
繊
悔
と
二
百

シ

ッ
タ

ン
と

デ
ヴ

ァ

ナ

ー
ガ

リ

ー
 
(
小

島

)
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シ
ッ
タ
ン
と
デ
ヴ
ァ
ナ
ー
ガ
リ
ー
 (小

島
)

余
年
前
に
も
仏
像
を
刻
み
、
現
在
も
画
き
、
未
来

へ
も
書
き
続
け
て
お

ら
れ
る
も

の
と
信
ず
る
。
そ
の
姿
を
五
輪
塔
婆
の
形
で
刻
ま
れ
た

「
大

乗
妙
典
、

梵
字
納
札
」
に
見
る
。

先
づ
五
輪
の
中
、
火
、
風
、
空
大
に
見
ら
れ
る
梵
字
を
読
む
と
、
中

央
に
南
元
 
k
ha
 h
a
 ra
 va
 a
 と
五
大
の
種
子
を
書
き
空
大
の
と
こ
ろ
、

外
輪
に
頂
点
よ
り
右
左
に
順
次
に
振
り
分
け
て
十
三
仏
の
梵
字
種
子
が

記
さ
れ
て
い
る
。
即
ち

h
a
m
 (不
動
)
、
b
ha
h
 (釈
迦
)
、m
am
 (文
殊
)
、

a
m
 
(
普

賢

)
、
h
a
 (
地

蔵

)
、
y
u
 (
弥

勒

)
、
b
h
a
i
 (蒔楽
師

)
、
sa
 (
観
五
日
)
、

h
r
ih
 
(
弥

陀
)
 h
u
m
 
(
阿

閾
)
 v
a
m
 
(
大

白
)
 tr
a
h
 (
虚

空
)
 で

あ

る
。

し

か

も
梵

字
 
k
h
a

h
a
 の
両

側

に

兜

率

内

院

(
右
)
弥

勒

如
来

(
左
)

と

書

か

れ

て
あ

る
。

こ

の
弥

勒

に
注

目

し

た

い
。

次

に

梵

字
 
r
a
 v
a
 a
 の

右

側
、

梵

字
 
O
m
 
m
a
 且

の
外

側

に
 
O
m
 
m
a
i
 tre
 y
a
 
a
 s
v
a
 h
a

(庵
毎

但
哩
野

阿
娑
囎

詞
)
 な

る
弥

勒

菩

薩

真
言

を
誌

し

て
あ

る
。

続

い

て
水

大

の

円
形

中
、

外

側

円

に

は
中

央

下

よ
り

光

明

真

言

を

右

施

転

し

て
書

い

て
あ

る
。

即

ち
 
o
m
 
a
 m
o
 g
h
a
 v
a
i
 ro
 c
a
 n
a
 m
a
 h
a
 m
u

お
ん
あ

ぽ

き
や
ぺ
い

d
r
a
 
m
a
 n
i
 p
a
 d
m
a
 jv
a
 la
 p
r
a
 v
a
 
r
tta
 
y
a
 
h
u
m
 
(俺

阿

護

伽

尾

う

し
や
の
う
ま

か

ほ

だ

ら

ま

に

は
ん
ど

ま

じ
ん
ば

ら

は

ら

ぽ
り
た

や

う
ん

嘘
左
襲
摩
賀
母
捺
難
麿
尼
鉢
納
麿
人
囎
梶
鉢
難
機
膨
野
呼
)
。
そ
し
て
内
側
円

に

(
阿
噂
)
 a
h
u
m
 (大
日
)
 を
中
心
に
四
方
仏
を
画
い
て
い
る
。
即
ち

東
方
に

h
u
m
 (阿
閾
)
 を
、
南
方
に

y
u
 (弥
勒
)
、
〔
普通
は
 tra
h
 (宝

生
)
 で
あ
る
が
〕
を
、

西
方
に
 hrih
 (弥
陀
)
 を
北
方
に
 b
h
ah
 (釈
迦
)

を
安
置
し
て
あ
る
。

こ
の
弥
勒
は
胎
蔵
界
曼
茶
羅
で
は
中
台
八
葉
院

の

東
北
方
、
蓮
華
座
に
お
ら
れ
る
菩
薩
で
あ
る
が
、
釈
迦
如
来
の
補
生
の
菩

薩
と
し
て
今
猶
、
兜
率
天
に
い
て
未
来
竜
華
菩
提
樹
下
大
悟
の
暁
に
如

来
と
し
て
人
間
世
界
に
出
現
さ
れ
る
聖
格
で
あ
る
。
と
も
あ
れ
上
人
は

五
輪
塔
の
地
大
に
示
さ
れ
て
あ
る
よ
う
に
上
人
が
み
ろ
く
の
名
代
と
し

て
三
界
無
庵
で
家
を
持
た
ず
、
木
喰
と
て
自
然
食
を
い
た
だ
き
、
神
社
、

寺

々
に
参
詣
、
学
問
は
八
宗
兼
学
を
修
得
し
、
天

一
自
在
広
説
法
門
と

い
う
自
由
自
在
の
智
慧
を
獲
得
、
老
批
、
父
母
の
恩
を
感
じ
つ
つ
、
五

行
菩
薩
と
し
て
千
躰
余
の
木
像
、
絵
像
、
名
号
を
縁
あ
る
と
こ
ろ
に
奉

納
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
上
人
の

「
繊
悔
経
諸
鏡
」
中

の
光
明
真
言
を

梵
音
に
て
記
し
た
次
に

「
a
コ
ノ

一
字
ヨ
リ
、
シ
ヤ
バ

一
切
ノ
事
、

ハ

ジ
マ
リ
テ
、
キ
メ
ウ
ノ
シ
ヤ
バ
セ
カ
イ
ナ
リ
、

ス
ナ
ハ
チ
光
明
遍
照
十

方
世
界
ナ
リ
、
ナ
ヲ
又
八
万
四
千
ノ
経
々
モ
皆

コ
ノ

一
字

ヨ
リ
、
イ
ズ

ル
ナ
リ
ア
ル
イ
ハ
、
ヨ
ミ
チ
ナ
ヅ

ス
ル
ト
キ
ハ
、
ナ
ン
ヲ
ノ
ガ
レ
、
サ
メ

シ
カ
ラ
ズ
至
心
信

ニ
キ
メ
ウ
奉

ル
ベ
キ
モ
ノ
ナ
リ
」
と
あ
つ
て
、
上
人

が
如
何
に
阿
字
本
義
を
体
得
さ
れ
て
行
動
さ
れ
た
か
が
よ
く
う
な
ず
か

れ
る
。
換
言
す
れ
ば
無
我
即
浄
土
と
行
じ
て
即
身
成
仏
の
実
践
行
を
断

行
し
た
も
の
と
云
え
よ
う
。
そ
こ
で
這
般
の
事
情

を
弘
法
大
師
の

「
即

即
成
仏
義
」
に
は
始
め
に
即
身
成
仏
の
経
証
を
あ
げ
、
次
に
論
証
を
示

ニ
シ
テ
 
ニ

ナ
リ

し
、
続
い
て
即
身
成
仏
の
字
義
を
釈
し
て

「
六
大
無
擬

常
喩
伽

体

ニ

レ
 

ス
レ
バ
 

ニ

ル
 

ナ
ル
ヲ

四
種
曼
茶
羅
各
不
レ離

相

三
密
加
持

速
疾
顕

用

重
重
帝
網

ク

ト
 

ニ
 

シ
テ
 

ヲ
 

タ
リ

ニ

名
二即
身
一

無
擬
法
然
具
ハニ
足
薩
般
若
一

心
数
心
王
過
二刹
塵
一

ミ

ス

ヲ

ノ

ニ

ナ
リ

ノ

各
具
ハニ
五
智
無
際
智
一

円
鏡
力
故
実
覚
智

成
仏
」
中
略

彼
種
子
真

ニ

ク
 

い
は
く
 

ノ

ト
ハ

チ

レ

言
日
 a
 vi
 ra
 h
u
m
 
k
h
am
 h
u
m
 
為
阿
字
諸
法
本
不
生
義
者
即
是
地
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九
輝囎
字
離
言
説
イ
ハ講
二為
水
夫
丸
一清
浄
無
垢
臨
獣
匙
則
曜
字
火
大
也

ト

ハ
 

ト

ハ
 

ノ
 

チ

因
業
不
可
得

者
詞
字
門
風
大
也
、
「
等虚
空
」
者
欠
字
字
相
即
空
大
也

ト

ハ
 

ナ
リ
 

ハ

ナ
リ
 

ヲ

ケ
テ
 

ト

ヲ

我
覚

者
識
大

中
略

a
阿
字
第

一
命

v
a
囎
字
名

為
レ
水

ra
曜
字

藷

レ瓦
 
h
u
m
 柴

胤

急
レ風
 
k
ha
 
怯
轟

二
虚
空
恥
略

講

ト
ハ
 

ナ
リ
 

ハ

チ

ナ
リ
 

ハ

ク

ノ
 

ヌ

ト

「
金
剛
輪
」
者

阿
字
、
阿
字
即
地
、
水
火
風
如
レ
文
可
レ知
、

「
円
壇
」

ナ
リ
 

ト

ハ
 

ニ

シ
テ
 

ヲ

者
空
、
「
真
言
者
」
者
心
大
也
、
中
略
 
法
然
具
ハニ足

薩
般
若

一

と
a

字
の
解
明
が
中
途
半
端
で
終
つ
た
か
の
感
が
な
い
で
は
な
い
。
し
か
し

よ
く
考
え
て
見
る
と
即
身
成
仏
の
a
字
門
は
英
訳

「
即
身
義
」
(稲
垣
久

雄
訳
)
-
一
九
七
五
、
四
-
の
序
文
に
も
指
摘
が
あ
る

「
即
ち
身
成
れ
る

仏
」
「
身
に
即
し
て
仏
と
成
る
」
「
速
や
か
に
身
、
仏
と
な
る
」
の
三
義

の
中
、
p
r
i
m
i
p
l
e
 

o
f
 A
ttain
in
g
 B
ud
dh
ah
oo
d
 w
ith
 th
e
 P
resen
t

B
o
dy
 で
あ
る
。
私
に
思
う
に
阿
字
の
う
ら
が
咋
字
で
あ
り
始
終

全
う

じ
て
無
我
即
浄
土
が
顕
現
さ
れ
、
こ
こ
に
私
の
安
心
が
成
就
さ
れ
る
も

の
で
あ
る
。
従

つ
て
只
今
こ
こ
で
日
本
梵
語
学
の
再
検
討
が
所
望
さ
れ

る
所
以
で
あ
る
。

シ

ッ
タ

ン
と

デ

ヴ

ァ
ナ

ー

ガ
リ

ー
 
(
小

島

)
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